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はじめに

　ホワイトニングの効果をクライアントに提示するに

はシェードガイドを用いた視感比色法が広く臨床で行

われている．シェードガイドはVITAPAN⑧classical（以

下Classical）をメーカー指示の明度順に配列し直して

使用することが多い．近年ホワイトニング評価用シェー

ドガイドVITA　BIeachedguide　31＞MASTER⑧（図1，

以下Bleached）が発売された．今回，本シェードガイ

ドの有用性を検討した．

図1．VITA　BIeachedguide　3D・MASTER僻

対象および方法

1．シェードタブ測色実験：ClassicalおよびBleached

の各シェードタブを分光測色計にて測色歯冠中央部

の測色値をCIE君がが表色系にて表示した．1則色は各

シェードタブにつき

1日1回，同一の場

所で日を変えて計3

回測定し（図2），そ

の平均値を測色値と

した通法に従って

それぞれの最も明る

いと指定されている

シェードタブとの色 図2．シェードタブの測色

差△Eおよび各シェードタブの白色度Wを算出して比較

した．

2．視感による配列実験：ClassicalおよびBleachedを

それぞれシェード番号が見えないようにシールしてラ

ンダムに配置し，自然色形蛍光灯（昼光色）下で歯科

衛生士10名が個別にClassicalおよびBleachedを視感で

明度順と判断した配列順序に並べ，メーカー指示の配

列順との一致率を比較した．

結果および考察

　シェードタブ測色爽験では，Classicalにおいて∬値

が最も高かったのはA1で7＆4，最も低かったのはC4で

61．3，A1からC4までの△〃は172，△Eは1＆7であった．

白色皮Wが最も高かったのはAlで735∫最も低かった

のはC4で55．3であった．メーカー指示の配列順との比

校では，Wの順序にかなりの入れ替わりが認められた．

一方Bleachedでは，∬値が最も高かったのはOM1で

83．5，最も低かったのは5M2で619，0M1から5M2まで

の△」ひは216であった．△Eが最も大きくなったのは

OM1と5M3の間で341を示した．白色度Wが最も高かっ

たのはOM1で82．1，最も低かったのは5M3で497であっ

た．メーカー指示の配列順とWの順序は完全に一致し

た．

　視感による配列実験では，Classicalの一致率は最高

で43．8％，最低で250％，平均が35．7％であった．

Bleachedの一致率は最高で100％，最低で867％，平均

が973％であり，被験者10名中8名が完全に一致した．1

まとめ

　以上の結果より，BleachedはClassicalに比べ視感的

にわかりやすい明度順配列となっており，漂白効果評

価の際の有用性が示唆された．
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